
裁判員選任手続について

国民の負担をできる限り小さく

早期に候補者の事情把握

合理的な候補者数

国民生活の実情に合った辞退判断

Ｈ１８．１　アンケートの実施

Ｈ１８．１１　選任手続のイメージ案

Ｈ１９．夏　選任手続に関する最高裁判所規則

現実に，どれだけの国民に裁判所においでいただけるのか


